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SSBJ 基準を適用する最初の年次報告期間における 

「過去の報告期間に開示した計画に対する進捗」の開示の要否 

2025 年 6月 30日公表 

目 的 

1. 本文書は、SSBJ 基準を適用する最初の年次報告期間において、戦略及び意思決定に与える

影響として「過去の報告期間に開示した計画に対する進捗」の開示が必要であるかどうかを検討

するにあたり、参考となる情報を提供することを目的としています。 

 

キーワード 

戦略及び意思決定に与える影響、SSBJ 基準を適用する最初の年次報告期間 

 

何が求められているのか 

2. SSBJ 基準では、企業の戦略及び意思決定に与える影響として、企業の見通しに影響を与える

と合理的に見込み得るサステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会へのこれまでの対応及び

今後の対応計画、並びに過去の報告期間に開示した計画に対する進捗を開示することが求めら

れています。 

企業の見通しに影響を与えると合理的に見込み得るサステナビリティ（気候）関連のリスク及び

機会について、次の事項を開示しなければならない。 

(1) 企業の戦略及び意思決定において、サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会にどの

ように対応してきたか、また、今後対応する計画であるか 

(2) 過去の報告期間に開示した計画に対する進捗（定量的及び定性的情報を含む。） 

（一般基準第 23 項(1)、(2)及び気候基準第 28 項(1)、(3)） 

 

SSBJ 基準を適用する最初の年次報告期間における取扱い 

3. SSBJ 基準を適用する最初の年次報告期間においては、過去の報告期間に SSBJ 基準に基づ

いたサステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会への対応計画が開示されていませんが、一般

基準第 23 項(2)及び気候基準第 28 項(3)における「過去の報告期間に開示した計画」は、

必ずしも SSBJ 基準を適用して開示されたものに限定していません。 

4. このため、当該計画には、企業が有価証券報告書の「サステナビリティに関する考え方及び取組」、

「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」、「事業等のリスク」等において開示したものや、

任意の報告書（統合報告書、サステナビリティ・レポート等）において開示したものも含まれると

考えられます。 



 

2/2 

SSBJハンドブックは、サステナビリティ基準委員会（SSBJ）事務局がSSBJ基準を利用される方の便宜を考慮して作成
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5. したがって、SSBJ 基準を適用する最初の年次報告期間であっても、これらの報告書等において

過去に計画を開示しており、当該計画が当報告期間においても依然として関連性がある場合は、

当該計画に対する進捗を開示することになると考えられます。 

6. なお、過去にこれらの報告書等においても計画を開示していない場合は、その旨を開示することが

考えられます。 

 

SSBJ 基準の定めは、重要性がない項目に対して

適用する必要はないことにご留意ください。 

 

以 上 


